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○システム開発については、法律上、厚生労働大臣が記録の保有主体とされていることとの関係で、厚生労働
大臣が最終的な責任を負う仕組みとされているが、実際にシステムを使用して業務運営を行うのは、機構で
ある。
このような制度的枠組みの下で、厚生労働省と機構の権限・責任関係が不明確となることのないよう、厚生
労働省と機構の効果的・効率的な役割分担に基づく体制を構築する。

８．ＩＴへの適切な対応

（機 構）システム開発・管理・運用の一連の実務については、システムを用いて公的年金業務の実務を担う
機構が一貫して責任を果たせるよう、できる限り機構に必要な権限と責任及び人材を集中させる。

（厚労省）公的年金制度の管理運営責任を果たすため、必要最小限にして効果的な関与を行うこととし、これ
に見合う体制の下、基本的な枠組みの提示やポイントを絞ったチェックなどを行う。

＜ 課 題 ＞（基本計画のポイント）

《具体的な役割分担》

（１）取組方針

○システムの開発、管理及び運用を適切に行うとともに、専門人材の確保・育成に努め、業務運営

においてＩＴを活用し、適切に対応するための体制を整備する。


